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The　Actua1Cond．1t1ons　of　Horse－f1y　m　Sambe　Pasture

　　　　　　　　（A　Pre11mmary　Report）

　　　　　　　　諸　　　　　言

　吸血性のアブは野兎病，脾脱疽，トリパノゾーマ病の

病原を機械的に伝播する害虫として，家畜管理上重要視

されている．従って世界各国においても数々の研究が行

なわれており，我が国における報告も少なくない．これ

らの幾つかは，すでに徳永1）によって紹介されている

が，この後にも種々の発表が見られる．

　近年三瓶山において放牧申の和牛がかなりの数のアフ

に加害されるのを知り，その実態を究明するためこの調

査に着手した．今回は調査の開始が遅く，また充分な計

画が立てられないままに実施したため，十分な結果は得

られなかったが，これを予報として発表する．

　　　　　　　　研　究　方　法

　1970年8月1日より9月4日まで，放牧した和牛に飛

来するアブを採集し，その種類と数を調べた．

　アブの採集には直径30cmの捕虫網を用い，あらかじ

め定めた牛に飛来するアブを，毎日午前9時と午後3時

の2回に各々30分間捕獲した．

　調査の場所は島根県大田市三瓶町多根の島根大学農学

部附属農場内の放牧地であって，海抜約400mである．

　　　　　　　　結果と考察

1．アブの種類

　この調査で採集されたアブは第1表のように6種類で

あって（写真1参照），これらはすべてTaban1dae（ア

フ科）止一7）に属する　Tabamdaeの分類は学者によって

異なるが，今回の6種類は，いずれの分類に従っても

Tabanmaeに属し，この亜科申のTabanusとAty－

1OtuS両属のものだけであった．日本産のアブは緒方5）

は約40種，石原7）は50余種，北岡3）は60種以上，古川6）

は沖縄を含めて62種というが，これらは全国での記録を

まとめた数であるから1県1地方にこのすべてが分布す

るものではない．長野県での鍋谷9）の9種類，長野，群

馬における木内，丸山10）らの17種類もその1例である

が，それと比較しても本調査での種類は少ない．しかし

今回の調査以外でクロメクラアブ，ヨッスジメクラァブ

などアブ科の種類を採集しているので三瓶山付近のアブ

の種類はまだまだ多いものと思われる．

2．飛来の状況

　6種類のアブのうち，最も多かったシロフアブでは今

回の調査期間申の総数は1，135頭で，これは他の5種類

全部の合計512頭の2倍におよび，これによって8月か

ら9月の始めにかけては，この地方ではシロフアブの発

生が最も多いものと思われる．これについでホルバトア

ブが多く，以下アカウシアブ，キノシタシロフアブ，ヤ

マトアブ，ウシアブの順であった．これらの数は第2表

に示した．鍋谷9）の調査でもシロフアブが最も多く，全

種類総数の約％であったが，この調査は期間も長いので

数の比較はできない．ただ同様のアブが同じように多い

のは，この鍋谷の調査地と三瓶山にはシロフアブの発生

に適した共通の要因が存在するのかも知れない．

　シロフアブがアブ総数の70％近くも占め，残りの他種

には大きな差のないことは，なにか意味がありそうに見

　　　第1表三瓶山で採集されたアブの種類

Fam11y
Subfam11y

Taban1dae
Tabanmae

Genus Tabanus
1． T．6伽ツ舳〃∫LOEW アカウシアブ
2． T．ブψ∂㈱BIGOT ヤマトアブ
3． T．炉｛go刎45C09UILLETT ウシアブ
4． T．刎〃z6αr加狐SCHINER シロフアブ

5．
T．尾加05ん伽｛KONO　et キノシタシ
TAKAHASHI ロフアブ

Genus Aty1otus
6
． A．んo㈹励〃SzILADY ホルバトアブ
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第2表期間申に採集されたアブの総数

A．M．9

P．M．3

Tota．1

シ　ロ　フ　アブ

421

714

キノシタシロフアブ

42

49

1135　　　　　　　　　91

ヤマ　トアブ

37

39

76

ウ　シ　ア　ブ

34

30

64

アカウシアブ

63

60

123

ホルバトアブ

72

86

158

第3表期間申のア　ブの飛来状況
シロフアブ キノシタシロフアブ ヤマトアブ ウ　シ　ア　ブ アカウシアブ ホルバトアブ

Aug．1－7 54．1 2．9 2．8 5．4 13．7 1．2

8－14 99．7 8．7 6．7 3．3 16．3 4．O

15－2ユ 57．O 3．1 10．O 5．0 3．0 9．5

22－28 52．O 2．0 3．0 1．5 0．5 14．5

29－SeP．4 66．0 5．9 1．3 1．9 0．7 15．2

（7日間合計数の1日平均）

えるが，これらの関係は幼虫の生息地一つにしても解明

されていないので，たまたま総数においてこのような数

になったのかも知れない．一

　次に一定の時問内に飛来するアブの数の多いことは，

同数のアブが長時間に分散して吸血するのと牛にとって

影響が異なるかも知れない．この調査での最高捕獲数は

30分間で95であったが，これを木内，丸山の同じ方法で

10分間捕獲した最高の848頭に比較すると著しく少なく，

これを見ても，三瓶山より発生の多いところのあること

がわかる．

　また一般にアブは日盛りによく活動するといわれる

が，板垣12）もそれを認め，午後気温の上昇した時に多

いとしている．この調査では，シロフアブだけに朝と昼

に差があり，昼の採集時に多かったが，他の5種には差
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　　第1図　気温とアブの飛来状況
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が認められなかった　岩手県における佐藤1311）の調査

でも，佐藤のいう大型種にあっては午前と午後の飛来数

に差のなかったことを報じており，今回の調査で差のな

かった5種は，そのうちの3種がこの大型種であった．

佐藤はアブの体長で型の大小をわけているがそれが生態

その他に関連するものかどうかわからなかった．朝と昼

で飛来に差のあるシロフアブでは呪2は4を上回った

が，ホルバトアブでは冗2を求めても差が認められなか

った．

3．発生の状態

　アブの多発時期は7月から8月といわれているが，今

回の調査は8月と9月の僅かな期問であるので発生時期

は確かめられなかった．その間の捕獲数を第3表に示し

たが，これでわかるようにヤマトアブ，ウシア，，アカ

ウシアブ，シロフアブは8月前半に多く，ホルバトアブ

は後半から9月にかけて多かった．キノシタシロフアブ

ではこの期間申あまり差がなかった．この結果だけでは

発生時期の論議はできないが，発生期間や最盛期はアブ

の種類によって異なるように見える．

4．気象と飛釆の関係

　アブの活動が気温に影響されることはすでに知られて

おり，最近では藤田15）や木内ら10）の報告がある．この

調査でも高温の日には飛来数が多く，雨天では気温が高

くても飛来が少なかった．このように，アブの活動は温

度と降雨に影響されるようである．このほか湿度，風

力，気圧，日照度を測定し，アブの飛来との関係を検討

したが，今回の調査の範囲では関係の有無が確かめられ

なかった．
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　　　　　　　　　要　　　　　約

　1．島根県大田市三瓶町の放牧地において，1970年8

月1日より9月4日まで，和牛に飛来するアブの種類と

数を調べた．

　2．この調査で採集されたアブは，シロフアブ，キノ

シタシロフアブ，ウシアブ，アカウシアブ，ヤマトアブ

とホルバトアブの6種で，シロフアブが最も多かった．

　3．シロフアブでは午前申より午後の飛来が多かった

が，他の5種には午前と午後での差は認められなかっ

た．

　4．　シロフアブ，ウシアブ，アカウシアブ，ヤマトア

ブは8月の前半に多く，ホルバトアブでは8月下旬から

9月にかけて多かったが，キノシタシロフアブでは期間

申発生の山は見られなかった．

　5．アブの飛来は晴天高温の日に多く，低温や雨天の

’＝日＝には少なかった．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S皿mmary

　The　purpose　of　th1s　exper1n1ent　was　to　examme　the　spec1es　and－act1Y1ty　of　horse－

f11es　found　m　Sambe　Pasture　The　exper1ment　was　carr1ed－out1n　the　pasture，Od－a

C1ty，Sh1mane　Prefecture　from　August　l　to　September4．

　Horse－f11es　were　caught　w1th　an　msect－net　dur1ng　ha1f　an　hour　from91n　the

mom1ng　and．fro皿31n　the　aftemoon　The　horsef11es　were6spec1es，丁泌α伽∫
刎α〃α・加狐，τ肋ω∫肋αづ，τブψ6θ郷，τ炉づg・舳，τ・伽ツ・舳∫・ndA妙Z・肋∫ん・閉α脇．

Among　them，T〃α〃あ〃伽3were　the　most1n　number，tw1ce　the　tota1of　the　other
fiye．

　As　for　T刎α〃α〃舳∫，they　f1ew　on　to　the　catt1e1n　a1arger　mmber1n　the　aftemoon

than　m　the　mommg　There　was　no　d．1fference　about　the　other　f1ve　spec1es．

　It1s　genera11y　sa1d－that　horse－f11es　apPear㎜ost1n　Ju1y　and　August　Dur1ng　th1s

experment，丁姉go舳∫，T　o加ツ5鮒伽，T〃α〃α〃伽∫and．丁閉ガ6θ〃∫were　seen　more

ear1y1n　August　and－Aんo閉α〃1ate1n　August　and．September　The　number　of　T
肋ηo5肋αhad－no　d．1fference　d．ur1ng　the　exper1ment　per1od．

　Of　a11the　spec1es　of　f11es，there　were　a　greater　number　on　f1ne　or　h1gh－te皿peratured．

d－ays　and．a　fewer　on　rainy　or1ow＿temperatured－d－ays
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